
〈
新
資
料
の
紹
介
〉
泉
明
収
集
資
料 

分
間
江
戸
大
絵
図
（
泉
５
）

（
道
因
原
図･

須
原
屋
茂
兵
衛
編
）

　こ
の
絵
図
は
、
令
和
３
年
７
月
に

泉
明
氏
（
男
鹿
市
）
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。
慶
応
元
年
（
１
８
６

５
）
須
原
屋
茂
兵
衛
が
販
売
し
た
木

版
色
刷
り
の
絵
図
で
、
大
き
さ
は
１

８
６×

２
０
４
㎝
、
西
が
上
部
に
来

る
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
名
屋

敷
に
は
家
紋
、
寺
社
に
は
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
な
る
建
物
と
木
立
、
町
人
の

住
む
地
域
の
町
名
が
び
っ
し
り
書
か

れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、
思
わ

ず
「
花
の
お
江
戸
は
八
百
八
町
」
と

往
年
の
時
代
劇
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が

口
を
突
い
て
出
て
き
ま
す
。

　大
絵
図
に
は
暦
、
三
十
三
番
巡
礼

札
所
観
音
、
そ
し
て
ど
こ
か
ら
江
戸

な
の
か
を
示
す
杭
を
打
っ
た
29
か
所

の
町
名
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
「
此
杭
よ
り
内
小
荷
駄
馬
口
附

之
者
不
可
乗
者
也
」
と
書
か
れ
た
杭

は
、
元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
慶
応
元
年
時
点

で
は
存
在
し
な
い
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
毎
日
の
干
潮
と
満
潮
の
時
刻
を

記
し
た
「
潮
汐
時
刻
早
見
」
も
つ
い

て
い
ま
す
。
河
岸
で
働
く
人
や
水
上

交
通
に
携
わ
る
方
に
と
っ
て
も
、
利

便
性
の
高
い
大
絵
図
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
行
事
予
定

◆
開
館
時
間

  

平

　
　日

　９
時
～
19
時

  

土
日
祝
日

　９
時
～
18
時

　書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は
17
時
30
分

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

◆
休
館
日
（
令
和
４
年
度
）

  

毎
週
水
曜
日

  

年
末
年
始
12
月
28
日
～
１
月
３
日

  

特
別
整
理
期
間

　
　
　
　
　６

　

月
９
日
～
６

　

月
14
日

 

　
　
　
　

 

12
月
８
日
～
12
月
13
日

　休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ま

た
は
当
館
内
の
掲
示
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

利
用
案
内

◆
企
画
展

 

８
月
25
日(

木)

～
10
月
16
日(

日)

◆
公
文
書
館
講
座

 

●
古
文
書
解
読
講
座

 

６
月
24
日
・
７
月
１
日
・
８
日
・
15
日

 

●
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

 

５
　

月
12
日
・
６

　

月
２
日
・
７
月
14
日

 

８
　

月
４

　

日
・

　

９
月
８
日
・
10
月
13
日

 

11
月
10
日
・
12
月
１
日(

月
一
回
木
曜
日)

◆
県
政
映
画
上
映
会

 

８
月
25
日(

木)

・
26
日(

金)
 

　今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

 分間江戸大絵図（泉5）



当
館
で
は
、
秋
田
藩
の
重
臣
岡
本
元
朝

の
元
禄
８
年
か
ら
正
徳
２
年(

１
６
９
５

～
１
７
１
２)

に
わ
た
る

年
間
の
日
記

18

に
つ
い
て
、
平
成

年
度
か
ら
『
岡
本
元

26

朝
日
記
』
と
し
て
翻
刻
本
の
刊
行
事
業
を

開
始
し
、
今
年
度
の
第
８
巻
を
も
っ
て
全

巻
を
完
結
し
ま
し
た
。

岡
本
元
朝
は
元
禄
４
年
８
月
に
相
手

番
、

年
７
月
に
文
書
改
奉
行
、

年

10

14

10

月
に
家
老
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
日
記
に
は
役
務
に
関
す
る
詳
細
な
内

容
が
、
元
朝
の
私
生
活
の
事
柄
と
と
も
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
書
改
奉
行
時
代
の
元
朝
は
、
３
代
藩

主
佐
竹
義
処
に
よ
る
改
革
の
時
代
、「
佐

よ
し
ず
み

竹
家
譜
」
編
纂
と
系
図
改
め
に
よ
る
座
格

制
（
家
格

制
度
）
再

編
の
首
班

と
し
て
、

事
業
の
実

務
を
日
記

に
書
い
て

い
ま
す
。

そ

の

た

め
、
「
秋

田
藩
家
蔵
文
書
」
編
纂
の
経
緯
や
実
態
も

日
記
か
ら
分
か
り
ま
す
。

家
老
時
代
の
元
朝
は
義
処
の
改
革
で
始

ま
っ
た
会
所
政
治
の
立
ち
上
げ
に
尽
力

し
、
元
禄

年
に
義
処
が
急
死
し
た
後
は

16

４
代
藩
主
の
幼
君
義
格
を
補
佐
し
藩
政
を

よ
し
た
だ

主
導
し
ま
し
た
。
元
朝
の
筆
ま
め
な
性
質

が
幸
い
し
、
現
在
、『
岡
本
元
朝
日
記
』

を
読
め
ば
、
そ
の
間
の
藩
中
枢
の
動
き
を

細
か
な
所
ま
で
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
元
朝
は
赤
穂
藩
の
家
老
大
石
良

雄
と
同
時
代
人
で
、
元
禄

年

月

日

15

12

23

の
条
に
は
江
戸
か
ら
届
い
た
吉
良
邸
討
ち

入
り
の
情
報
を
記
録
し
て
い
ま
す
（
翻
刻

本
第
２
巻
）。
こ
の
他
、
宝
永
４
年(

１
７

０
７
）

・

月
の
日
記
か
ら
は
、
富
士

11

12

山
噴
火
時
の
江
戸
の
状
況
を
日
々
刻
々
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
田
藩
領
内
の
出
来
事
に
対
し
て
も
好

奇
心
旺
盛
で
、
火
災
・
殺
人
・
盗
賊
・
狼

出
没
ほ
か
元
禄
・
宝
永
・
正
徳
期
の
諸
相

を
日
記
中
に
活
写
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、『
岡
本
元
朝
日
記
』
第
８
巻
で

は
、
岡
本
家
に
不
幸
が
度
重
な
り
ま
す
。

宝
永
７
年(

１
７
１
０
）

月
に
庶
子
小

11

藤
次(

５
歳)

、

月
に
嫡
子
掃
部
元
貞(

12

23

歳)

が
疱
瘡
（
天
然
痘
）
で
命
を
落
と
し

ま
し
た
。
日
記
か
ら
、
父
親
元
朝
の
悲
痛

な
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。
元
朝
は
翌
正
徳

元
年(

１
７
１
１
）
５
月
に
藩
主
義
格
の

秋
田
入
部
を
果
た
し
ま
す
が
、
同
年
暮
れ

に
病
に
倒
れ
、
翌
２
年
２
月

日
に
享
年

16

歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

52
『
岡
本
元
朝
日
記
』
各
巻
は
税
込
み

４
，４
０
０
円
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
館
で
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な

公
文
書
等
の
保
存
と
利
用
の
た
め
、
秋
田

県
行
政
文
書
管
理
規
則
等
の
規
定
に
よ

り
、
県
が
作
成
し
保
存
期
間
を
過
ぎ
た
公

文
書
の
引
渡
し
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
文
書
は
資
料
管

理
要
綱
等
に
基
づ
い

て
一
次
評
価
選
別
を

行
い
、
保
存
す
る
文

書
を
決
定
し
ま
す
。

文
書
の
完
結
年
度

か
ら

年
経
過
し
ま

30

す
と
二
次
評
価
選
別

を
行
い
、
再
度
保
存

す
る
文
書
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
保
存

と
し
た
文
書
の
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
情
報
の
有

無
等
を
点
検
し
、
公

開
と
非
公
開
を
決
定

し
ま
す
。

公
開
資
料
は
、
請

求
に
よ
り
閲
覧
室
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

公文書館だより第39号 2

翻
刻
本
『
岡
本
元
朝
日
記
』
全
八
巻
完
結

翻
刻
本
『
岡
本
元
朝
日
記
』
全
八
巻
完
結

〒
〇
一
一-

〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇-

一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話
〇
一
八
（
八
八
八
）
三
五
〇
〇

巻数 収　　録　　年　　代

第１巻 　元禄　８年（１６９５）　１月～元禄１４年（１７０１）　９月

第２巻 　元禄１４年（１７０１）１０月～元禄１６年（１７０３）　２月

第３巻 　元禄１６年（１７０３）　３月～元禄１７年（１７０４）　２月

第４巻 　元禄１７年（１７０４）　３月～宝永　２年（１７０５）　６月

第５巻 　宝永　２年（１７０５）　７月～宝永　４年（１７０７）　３月

第６巻 　宝永　４年（１７０７）　４月～宝永　５年（１７０８）１２月

第７巻 　宝永　６年（１７０９）　１月～宝永　７年（１７１０）閏８月

第８巻 　宝永　７年（１７１０）　９月～正徳　２年（１７１２）１２月

翻刻本『岡本元朝日記』各巻の収録年代

公
文
書
の
引
渡
し
・

公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況

公
開
状
況

＜令和３年度公開状況＞ （件数） （件数）

1,446 引渡年度 引渡 保存 保存率

公開 701 令和２ 6,860 1,248 18.2%

一部非公開 139 監査委員 令和元 9(38) 6(3) 66.7%

非公開 606 教育委員会 令和２ 18 18 100.0%

＜令和３年度引渡・保存状況＞
 新規公開の対象とした公文書 引渡元

知事部局

（）内は冊数。令和2年度引渡分から１冊を１件として登録している。

決
定

公
開 行政委員会

等



「
鉱
山
紀
年
録
」(

混
架
一
八
ー
二
四
八
ー
一
～
五)

は
、文
政
二
年(

一
八
一
九)

に
杉
原
寿
山
が
編
纂
し
、

同
七
年
に
増
補
し
た
秋
田
藩
領
内
鉱
山
の
台
帳
で
、十

七
世
紀
の
秋
田
藩
政
初
期
か
ら
十
九
世
紀
初
め
の
文

政
期
ま
で
二
百
年
余
に
わ
た
る
領
内
鉱
山
の
来
歴
や

基
礎
情
報
を
記
載
し
て
い
ま
す
。杉
原
家
は
、鉱
山
を
統

括
し
た
惣
山
奉
行
の
下
役
人
を
代
々
務
め
ま
し
た
。

そ
う
や
ま

「
鉱
山
紀
年
録
」
は
首
巻
に
凡
例
と
目
録
、巻
之
一
に

金
・銀
山
、巻
之
二
に
銅
・鉛
山
、巻
之
三
に
鉛
山
、巻
之

四
に
鉄
・錫
・釷
丹(

亜
鉛)

・硫
黄
・
明
礬
・砥
石
・石
類

す
ず

と

た

ん

み
よ
う
ば
ん

と

い
し

(

水
晶
・
燧
石
ほ
か)

・土
類(

朱
・白
土
ほ
か)

の
鉱
山
と

ひ
う
ち
い
し

金
銀
吹
分
処
の
情
報
を
収
録
し
て
い
ま
す
。凡
例
に
よ

ふ
き
わ
け
し
よ

る
と
、杉
原
家
で
は
以
前
は
「
諸
山
年
数
帳
」
と
い
う
台

帳
に
鉱
山
と
山
師
の
名
前
、免
許
の
年
月
日
等
を
日
付

順
に
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
再
編
集
し
た
の
が

「
鉱
山
紀
年
録
」
で
、秋
田
藩
領
内
の
六
百
近
い
鉱
山
に

つ
い
て
検
索
性
の
向
上
を
図
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

さ
て
、凡
例
に
は
「
鉱
山
紀
年
録
」
の
使
い
方
、秋
田

藩
の
鉱
山
史
概
略
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。凡
例
の

次
に
は
目
録
が
あ
り
、巻
之
一
か
ら
四
の
目
次
の
ほ
か
、

「
金
山
之
部
」
な
ど
鉱
山
種
別
の
目
次
も
作
ら
れ
、郡
別

(

雄
勝
・平
鹿
・仙
北
・河
部
・秋
田
・山
本)

に
鉱
山
名
と

所
在
地
の
村
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。続
く
「
山
処
郡
分

ケ
」
で
は
郡
別
の
鉱
山
数
と
内
訳
が
、雄
勝
郡
で
あ
れ
ば

総
数
百
一
ケ
山
、金
山
十
二
ケ
山
、銀
山
四
十
二
ケ
山

な
ど
と
あ
り
ま
す
。ま
た
「
金
山
五
ケ
山
之
事
」
は
、阿

仁
・桧
木
内
・大
葛
・杉
沢
・長
間
金
山
を
当
時
の
ベ
ス
ト

５
に
挙
げ
て
い
ま
す
。こ
の
他
、「
銀
山
八
ケ
山
之
事
」
で

院
内
銀
山
以
下
ベ
ス
ト
８
を
挙
げ
、
「
阿
仁
八
ケ
山
之

事
」
で
阿
仁
銅
山
の
内
訳
、「
両
鉛
山
之
事
」
で
藤
琴
・

大
澤
鉛
山
を
記
し
て
い
ま
す
。秋
田
藩
領
内
で
鉱
山
経

営
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
の
基
礎
情
報
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

上
の
写
真
は
巻
之
二
に
あ
る
秋
田
郡
大
阿
仁
の
阿

仁
銅
山
の
記
事
で
、草
創
期
は
金
山
で
し
た
が
次
第
に

衰
微
し
、寛
文
十
年(

一
六
七
〇)

に
銅
山
に
な
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。鉱
山
に
は
、藩
直
営
の
直
山
と
山
師
に

じ
き
や
ま

請
け
負
わ
せ
た
請
山
が
あ
り
ま
し
た
。阿
仁
銅
山
の
来

う
け
や
ま

歴
か
ら
、寛
文
十
年
か
ら
元
禄
十
年(

一
六
七
〇
～
一
六

九
七)

が
請
山
、元
禄
十
年
か
ら
十
一
年(

一
六
九
七
～

一
六
九
八)

が
直
山
、元
禄
十
一
年
か
ら
十
五
年(

一
六

九
八
～
一
七
〇
二)

が
請
山
、元
禄
十
五
年
以
後
は
再
び

直
山
と
な
っ
た
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

索
引
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
長
の
一
つ
で
す
。

首
巻
目
録
の
最
後
に
あ
る
「
以
呂
波
分
ケ
之
分
」
を
見

れ
ば
、巻
之
一
か
ら
四
ま
で
に
収
録
さ
れ
た
鉱
山
の
記

録
を
イ
ロ
ハ
別
に
並
べ
た
鉱
山
名
頭
文
字
の
音
読
み
で

検
索
で
き
ま
す
。例
え
ば
阿
仁
銅
山
を
調
べ
る
場
合
、

「
安(

あ)

」
の
部
で
阿
仁
銅
山
を
引
き
ま
す
。
そ
こ
に

「
二
ノ
一
丁
」
と
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
「
鉱
山
紀
年
録
」

巻
之
二
の
一
丁
目
か
ら
記
録
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま

す
。こ
の
記
号
を
使
え
ば
、巻
之
一
か
ら
四
ま
で
に
収
録

さ
れ
た
鉱
山
を
検
索
す
る
際
に
便
利
で
す
。現
在
、秋

田
藩
領
内
に
あ
っ
た
鉱
山
を
研
究
す
る
際
に
も
役
立
つ

資
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

【
柴
田
知
彰
】
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お
供
は
三
百
人

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
九
月
、義
和
は
阿
仁
鉱
山
の

巡
覧
に
出
か
け
ま
し
た
。こ
れ
を
記
録
し
た
も
の
に
「

義
和
公
御
道
濃
（
の
）
記

阿
山
比
川
壱
冊
・仙
北
三
郡

壱
冊

全
」
（
Ａ
Ｈ
九
一
五
ー
三
）
が
あ
り
ま
す
。こ
の
日

記
か
ら
旅
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

義
和
は
九
月
一
日
の
朝
に
久
保
田
を
出
発
し
ま
す
。

途
中
の
宿
々
も
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
、お
供
の
数
は
控
え

目
に
し
ま
し
た
。日
記
に
は
同
行
し
た
役
人
の
名
前
と

人
数
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
は
家
老
の
岡
本
又
太

郎
を
は
じ
め
用
人
・膳
番
や
そ
の
ほ
か
諸
役
人
な
ど
、合

わ
せ
て
二
百
人
余
と
あ
り
ま
す
が
、さ
ら
に
軽
輩
の
者

を
加
え
る
と
総
勢
三
百
人
余
に
も
な
り
ま
し
た
。少
な

め
に
し
て
も
こ
れ
く
ら
い
の
お
供
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。秋

田
・山
本
両
郡
の
旅

巡
覧
の
旅
は
、鹿
渡
・荷
上
場
・前
田
・小
沢
銅
山
・真

木
銅
山
・七
日
市
・大
館
で
宿
を
と
り
、大
館
か
ら
羽
州

街
道
に
入
り
、
さ
ら
に
荷
上
場
・
豊
岡
・
鹿
渡
に
宿
泊

し
、九
月
十
二
日
に
久
保
田
へ
帰
る
十
二
日
間
の
日
程

で
し
た
。途
中
桧
山
で
は
多
賀
谷
や
松
野
、扇
田
で
は

十
二
所
か
ら
駆
け
つ
け
た
茂
木
、大
館
で
は
佐
竹
石
見

も
て
ぎ

い
わ
み

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
か
ら
の
大
勢
の
者
に
賑
や
か
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

久
保
田
を
出
た
一
行
は
羽
州
街
道
を
北
上
し
、鹿
渡

・桧
山
を
通
り
切
石
か
ら
米
代
川
を
船
で
上
り
、荷
上

場
・小
繋
を
経
て
ま
た
米
代
川
を
渡
り
阿
仁
街
道
に
入

り
、阿
仁
川
を
縫
い
な
が
ら
の
旅
に
な
り
ま
す
。皆
を
乗

せ
る
に
は
三
十
艘
余
の
船
を
要
し
ま
し
た
。米
内
沢
を

通
り
前
田(

マ
イ
田)

に
着
き
ま
し
た
が
、あ
い
に
く
の
雨

続
き
で
川
が
増
水
し
足
止
め
に
な
り
、前
田
で
二
泊
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
小
雨
を
見
計
ら
い
、村

人
が
小
舟
を
集
め
て
造
っ
た
浮
橋
を
渡
り
、よ
う
や
く

川
を
越
え
鉱
山
へ
足
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

『
阿
仁
絵
図
』（
Ａ
二
九
〇-

一
一
四-

八
二
）

阿
仁
鉱
山

街
道
は
水
無
村
か
ら
銀
山
町
ま
で
家
並
み
が
続
き
人

も
多
く
、ほ
と
ん
ど
が
近
く
の
銅
山
で
暮
し
を
立
て
て
い

る
者
の
よ
う
で
す
。義
和
は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
銅
山
を

見
廻
り
ま
し
た
が
、は
じ
め
に
町
の
中
に
あ
る
「
山
神
の

祠
」
に
立
ち
寄
り
、夕
暮
れ
に
小
沢
銅
山
役
所
に
着
き

ま
し
た
。近
く
に
は
銅
山
で
働
く
者
の
長
屋
が
、山
の
高

低
に
沿
っ
て
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

翌
日
は
役
人
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
鉱
石
の
選
鉱

と
、銅
の
精
錬
の
様
子
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。選
鉱
場
で

は
鉱
石
を
大
き
な
鎚
で
砕
く
者
が
お
り
、一
方
で
は
大

勢
の
若
い
女
が
水
流
で
鉱
石
を
ゆ
ら
し
な
が
ら
選
別
を

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
は
な
ん
と
も
言
い
よ
う
の

な
い
歌
を
唄
い
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

次
に
鉱
石
を
焼
く
多
数
の
大
釜
や
大
量
の
薪
や
炭
を

積
み
上
げ
、フ
イ
ゴ
な
ど
を
備
え
た
製
錬
場
に
行
き
ま

す
。そ
こ
で
は
鉱
石
が
融
け
て
熱
湯
の
よ
う
に
な
る
模

様
や
、素
吹
・真
吹
と
い
う
二
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
る

す
ぶ
き

ま
ぶ
き

銅
の
精
錬
を
、時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
見
届
け
て
い

ま
す
。

そ
の
後
向
か
っ
た
真
木
銅
山
で
は
、あ
ち
こ
ち
の
山
か

ら
掘
り
出
さ
れ
た
銅
鉱
石
や
、そ
の
ほ
か
種
々
の
石
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、こ
れ
は
恒
例
の
こ
と
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。こ
の
ほ
か
近
く
の
三
枚
・市
の
又
銅
山
な
ど

か
ら
も
廻
山
の
願
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
こ
れ
に
は
応

じ
ら
れ
ず
真
木
銅
山
を
離
れ
ま
し
た
。

久
保
田
へ

真
木
銅
山
を
出
て
八
木
橋
・扇
田
・大
館
を
廻
り
、羽

州
街
道
を
上
り
久
保
田
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
す
。し
か
し

そ
の
途
中
も
鷹
狩
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、十
二
日
の
夕

刻
こ
ろ
城
に
帰
り
ま
し
た
。日
記
に
は
毎
日
の
よ
う
に

歌
が
書
か
れ
、お
供
に
詠
ま
せ
た
も
の
も
含
め
、あ
わ
せ

て
三
十
八
首
も
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。日
記
の
最
後
に

は
「
此
ほ
と
山
川
の
は
る
け
き
み
ち
す
か
ら
も
こ
と
ゆ

え
な
く
帰
り
た
る
に
つ
け
て
も
」
と
書
き
、

た
と
り
こ
し
あ
と
を
思
ひ
は
山
川
の

こ
こ
ろ
に
う
か
ふ
道
そ
た
の
し
き

と
詠
ん
で
い
ま
す
。

【
藤
田
誠
治
】

義
和
公
阿
仁
鉱
山

巡
覧
の
旅
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今
年
度
も
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

（
講
座
テ
ー
マ
一
覧
参
照
）。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
半
数
程
度
の
募

集
で
し
た
が
、
受
講
さ
れ
た
方
々
の
熱
心

さ
に
は
毎
年
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

「
古
文
書
解
読
講
座
」
で
は
、
初
級
と

中
・
上
級
に
対
象
を
分
け
、
①
一
字
一
字

を
判
読
す
る
、②
文
章
と
し
て
読
み
下
す
、

③
背
景
も
踏
ま
え
内
容
を
理
解
す
る
、
と

い
う
段
階
を
意
識
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し

た
。
③
の
段
階
を
期
待
す
る
方
が
多
か
っ

た
一
方
で
、「
古
文
書
の
世
界
」
へ
の
足
が

か
り
と
し
て
当
講
座
を
ご
利
用
い
た
だ
く

方
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
「
歴
史
講
座
」
で
は

全
２
回
と
も
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
を
用

い
ま
し
た
。

こ
の
膨
大
な

文
書
群(

２
万

７
４
８
点)

は

後
世
に
伝
え

る
べ
き
「
秋

田
県
の
歴
史
」

そ
の
も
の
と

言
え
る
資
料

で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
来
館
の
上
、
ご
自
身

の
目
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

「
出
前
講
座
」
は
、
県
内
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
で
行
う
学
習
会
に
、
依
頼
に
応
じ

て
講
師
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。
当
館
所

蔵
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
講
座
で

す
。
来
年
度
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
、
県
の
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
実
施
要
項
を
ご
確
認
の

上
、当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 古文書解読講座⑥より

今
年
度
の
企
画
展
で
は
、明
治
４
年(

１

８
７
１)

の
廃
藩
置
県
で
秋
田
県
が
誕
生

し
て
１
５
０
年
を
迎
え
る
こ
と
に
ち
な

み
、
明
治
以
降
の
県
内
の
主
な
出
来
事
を

紹
介
し
な
が
ら
関
連
す
る
当
館
所
蔵
の
公

文
書
や
資
料
を
展
示
し
、
約
５
千
名
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
５
０
年
の
時
の
流
れ
を
表
現
す
る
た

め
、
当
館
所
蔵
の
歴
代
県
知
事
の
肖
像
写

真
を
用
い
て
作
成
し
た
顔
写
真
付
き
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
壁
面
横
一
列
に
ぐ
る
り
と
並

べ
て
掲
示
し
、
そ
の
下
に
各
年
代
の
主
な

出
来
事
の
説
明
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
、
さ
ら

に
そ
の
下
に
関
連
す
る
公
文
書
や
資
料
を

展
示
し
ま
し
た
。

現
在
の
視
点
か
ら
振
り
返
り
、
今
日
関

心
事
と
な
っ
て
い
る
「
感
染
症
」「
異
常

気
象
・
災
害
」「
貧
困
」
の
３
つ
に
係
る

出
来
事
を
重
視
し
つ
つ
、
施
設
の
完
成
や

行
事
開
催
等
の
慶
事
も
取
り
上
げ
ま
し

た
。特

に
お
客
様
の
関
心
を
集
め
た
事
項
と

し
て
は
、歴
代
県
知
事
の
出
身
都
道
府
県
、

大
正
期
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
対
策
が
現
在
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
類
似
し
て
い

た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
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公
文
書
館
講
座
報
告

公
文
書
館
講
座
報
告

公文書館講座テーマ一覧

◆古文書解読講座

①候文を読む

－「国典類抄」を題材に－

②古文書で読む 秋田のくらし

③家老の日記で学ぶ古文書

－「岡本元朝日記」を題材に－

④佐竹家文書に見る秋田戊辰戦争

－AS212.1シリーズ 連続解読－

⑤摺上原の戦、佐竹義宣vs.伊達政宗

－「義宣家譜」を読むⅡ－

⑥｢義和公阿山・比川御道の記」を読む

◆歴史講座

①【企画展連携講座】廃藩置県150年

公文書でみる秋田の歴史

②クニマスはなぜ生き残ったのか

－文書は小説より奇なり－

◆出前講座

①古文書教室 （東成瀬村ふるさと館）

②幕末政治史 （秋田おもと高齢者大学）

③佐竹家文書に見る秋田戊辰戦争

（神岡中央公民館）

④古文書で読む秋田のくらし

（エスパークにかほ）

企
画
展
報
告

企
画
展
報
告

秋
田
県
誕
生
一
五
〇
年
記
念
事
業

秋
田
県
誕
生
一
五
〇
年
記
念
事
業

廃
藩
置
県
一
五
〇
年

公
文
書
で
み
る
秋
田
の
歴
史

廃
藩
置
県
一
五
〇
年

公
文
書
で
み
る
秋
田
の
歴
史

前
期

８
月

日
～
９
月

日

後
期

月

日
～

月

日

26

21

10

28

11

30



公
文
書
・
歴
史
資
料
の
保
存
と
利
用
に

つ
い
て
、
取
り
組
み
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
各
市
町
村
の
公
文
書
管
理

担
当
者
及
び
歴
史
資
料
担
当
者
を
対
象
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

月
11

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

26
基
調
講
演
は
、
安
曇
野
市
文
書
館
の
青

木
弥
保
氏
か
ら
、「
地
域
の
記
録
を
保
存

す
る
ー
安
曇
野
市
文
書
館
の
取
り
組
み

ー
」と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年

月
に
安
曇
野
市
文
書
館
が

30

10

開
館
す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
の
お
話

は
、
公
文
書
や
地
域
資
料
の
管
理
方
法
を

模
索
し
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
も
参
考

と
な
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
市
内
各
施
設
の

移
転
や
空
き
家
の
処
分

時
に
お
け
る
近
現
代
資

料
の
散
逸
の
問
題
に
つ

い
て
も
触
れ
ら
れ
、
地

域
に
密
着
す
る
資
料
保

存
機
関
が
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
、
そ
の
重
要

性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

詳
細
は
当
館
の
「
研
究

紀
要
」
第

号
を
ご
覧

28

く
だ
さ
い
。

午
後
か
ら
は
、

地
域
資
料
の
保
存

に
つ
い
て
、
住
民

と
共
に
取
り
組
ん

だ
事
例
報
告
（
小

坂
町
）
や
行
政
文

書
管
理
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
の

報
告
（
湯
沢
市
）
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
文
書
管
理
の
基
本
が
紙

媒
体
か
ら
電
子
媒
体
に
改
ま
る
動
き
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
の
現
状
を
確

認
し
ま
し
た
。

今
後
も
情
報
の
共
有
化
に
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

県
政
映
画
は
、
県
の
仕
事
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
昭
和

～

年
代
に

30

50

か
け
て
「
県
政
だ
よ
り
」
な
ど
の
名
称
で

各
地
の
映
画
館
等
で
巡
回
上
映
、
映
写
会

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
館
は
、
こ
れ

ら
を
保
存
し
、
そ
の
一
部
を
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
鑑
賞
で
き
る
上
映
会
を
毎
年
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

第
１
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
致
し
ま
し
た

が
、
第
２
回(

月
２
日)

は
、
昨
年
夏
に

11

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
前
回
昭
和

年
に
秋
田
県
で
行

39

わ
れ
た
聖
火
リ
レ
ー
の
模
様
や
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
県
出
身
者
の
県
庁
訪
問
の
様
子

な
ど
を
上
映
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
館
２
階
の
閲
覧
室
で
は
、
小

さ
な
モ
ニ
タ
ー
で
は

あ
り
ま
す
が
、
月
替

わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
毎
日
作
品
を
放
映

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ア
ー
キ
ビ
ス
ト(Archivist)

と
は
公

文
書
館
の
専
門
職
員
を
指
し
、
諸
外
国
の

多
く
で
は
国
家
資
格
制
度
が
整
っ
て
い
ま

す
。
日
本
に
は
公
的
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
令
和
２
年
度
に
国
立
公
文
書

館
に
お
い
て
公
的
認
証
制
度
が
発
足
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
知
識
・
実
績
・
研
究
能

力
等
が
審
査
さ
れ
、
当
館
職
員
１
名
を
含

み
、
全
国
で

名
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

57

公
文
書
管
理
に
つ
い
て
の
社
会
的
意
識

の
高
揚
を
背
景
と
し
て
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

へ
の
期
待
も
年
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す

が
、
当
館
で
は
今
回
の
認
証
合
格
者
を
始

め
、
職
員
全
体
で
研
鑽
を
積
み
、
そ
の
社

会
的
責
務
を
担
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

「
岡
本
元
朝
日
記
」
最
終
巻
の

刊
行
で
す
。
実
在
し
た
人
物
が
語

る
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
で
、
そ
の

足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。
元
朝
が

死
へ
と
近
づ
く
日
々
に
は
直
接
立

ち
会
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
年
月
の
隔
た
り
は
存
在
せ
ず
、

む
し
ろ
同
じ
場
所
で
今
生
き
て
い
る
こ
と

に
「
愛
着
」
を
感
じ
た
の
で
す
。
過
去
と

の
空
間
の
共
有
は
心
地
よ
く
、
生
活
に
根

ざ
し
た
土
地
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
そ
の

場
か
ら
の
離
れ
が
た
さ
が
生
じ
ま
す
。

そ
れ
は
「
郷
土
学
習
」
の
意
義
と
も
一

致
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
先
人
の
営
み
や
地

域
の
成
り
立
ち
を
深
く
浸
透
さ
せ
、「
愛

着
」
と
い
う
心
の
醸
成
を
促
す
も
の
だ
か

ら
で
す
。
日
本
一
の
人
口
減
少
県
に
と
っ

て
は
、
過
去
と
の
対
話
は
未
来
志
向
の
取

り
組
み
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。(

髙)

公文書館だより第39号 6

国
立
公
文
書
館

国
立
公
文
書
館

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
証
に
つ
い
て

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
証
に
つ
い
て

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

保
存
利
用
推
進
会
議

保
存
利
用
推
進
会
議

県
政
映
画
上
映
会
報
告

県
政
映
画
上
映
会
報
告

当
館
ツ
イ
ッ
タ
ー
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ

編集発行：秋田県公文書館（秋田市山王新町14-31 県立図書館と併設）

電話 018(866)8301 FAX 018(866)8303 最寄りバス停：県立体育館前

URL https://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/


